
給食だより
節分 2022年の節分の日は2月3日(木)。方角（恵方）は「北北西やや北」です。

節分とは、「鬼を追い払って新年を迎える、立春の前日の行事」です。

立春の前日ですが、立春の日付は年により異なるため2月3日とは限りません。

豆まきには「鬼を打ち払う」意味と、「豆を投げ与えて恵み、静まってもらう」という、

2つの意味が込められています。

≪節分に食べるもの≫

●大豆……歳の数だけ食べます。落花生を食べる地方もあるようです。

●いわし…ヒイラギの枝にイワシの頭を刺した「やいかがし」を飾ります。残りの体部分

を食べます。

●恵方巻…「恵方を向いて無言で丸かじりすれば、願いがかなう」と言われる恵方巻き。

縁を切ることなく、商売繁盛の運を一気にいただく縁起物。自宅で「手巻き」

するのもいいですね。七福神にちなんで、7種の具を使います。

●そば……江戸時代「年越しの日」でもあった節分の日には、よく食べられていました。

これが年越しそばの始まりで、当時は「年取りそば」「節分そば」と呼ばれて

おり、今でも長野県や島根県出雲地方では、節分にそばを食べる習慣が残って

いるようです。

※全国で乳幼児による誤嚥事故が多数発生しています。（右の消費者庁のチラシを参照）

当園では、子どもたちの安全を最優先にするため、福豆は園で食べず持ち帰ります。

日本の文化を大切にし、子どもたちに伝えていくため、『豆まき』は実施する予定です。

みんなで邪気を祓って元気に過ごしましょう！
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今年度も残り2ヶ月！子どもたちが給食に興味をもち、声をかけてくれる

ので、私たちも楽しく過ごすことができました。また、クッキングをして

いる時は、楽しく、自信満々な顔を見せてくれます。おうちに帰ってから

もやってみたいようで、張り切っていました。

クッキング：ほし組
たまごサンド

1月からほし組さんもクッキングを始めています！各自、ゆで卵の殻を

むいて、つぶし、マヨネーズを混ぜたらパンにはさむ。「ゆで卵

きらい…。」とつぶやいていた子もいつの間にか食べてました♪自分で

作るとおいしいみたいです！！


